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１．母牛へのクロストリジウムワクチン接種による子牛の疾病予防フィール

ド試験 

研究開発第二課 青森大輝・大東真太郎・中山真  

 

要 約 

令和 4 年度に、哺育期子牛の下痢の原因となる Clostridium perfringens（C. perfringens ）の対策

として、初乳による移行免疫に着目し、クロストリジウムワクチン（CV）をみつえ高原牧場の母牛へ

接種したところ、子牛の疾病予防効果が示唆された。そこで畜産農家においても同様の効果が得られる

か検証するため、県内 2 農家（農家 A 及び農家 B）においてフィールド試験を実施した。試験群の母牛

に分娩 2 ヶ月前及び 1 ヶ月前の計 2 回 CV を接種し、試験群及び無処置の対照群のいずれも分娩した子

牛について分娩日から 90 日齢までの治療頭数を記録した。その結果、農家 A では 4 週齢までの試験群

において治療頭数が少なくなる傾向が見られたが、マイコプラズマが農場内で流行したため、有意なワ

クチン効果は認められなかった。一方、農家 B では、試験群、対照群ともに治療を要する個体が見られ

ず、ワクチン効果は不明であった。以上より、母牛への CV 接種により 4 週齢までの子牛に対する疾病

予防効果が示唆されたが、他の病原体が侵入した場合には、有意に治療頭数を低減させる効果は認めら

れなかった。 

 

緒 言 

 クロストリジウム属菌は自然界に広く分布し、土壌やヒト及び動物の腸管に生息している。病原性ク

ロストリジウムが産生する毒素は、反芻動物に気腫疽、悪性浮腫、壊死性腸炎など様々な疾患を引き起

こし、畜産業に多大な経済的損失をもたらすことが知られている１）。特に、腸炎、第四胃炎、壊死性腸

炎などの胃腸障害は若い動物で頻繁に観察され、関連する病変からは C. perfringens、Clostridium 

septicum、Paeniclostridium sordellii (旧称 Clostridium sordellii ) がしばしば分離されており、そ

の中でもC. perfringens は、子牛、子羊、子山羊を含む若い反芻動物の胃腸障害に関連する主要な病原 

体であることが広く報告されている２)。また、母乳や代用乳に含まれるアミノ酸が腸管粘膜の消化吸収

能力を超えて摂取された場合、C. perfringensが消化管内で異常増殖する要因とされている3)。 

 みつえ高原牧場では分娩1週間後に母子分離し、90日齢まで代用乳による強化哺育を行っている。令

和3年度に直腸便のC. perfringens の浸潤状況について調査したところ10５個/g以上検出された頭数は、

泥状便や水様便の個体では18頭中6頭（33.3％）で、固形便や軟便の個体18頭中3頭（16.7％）よりも多

い傾向（P=0.072）がみられた（未発表）。 

 C. perfringens の対策としては、畜舎の定期的な清掃のほか、クロストリジウムワクチン（CV）接

種が有効である。しかし、CVの適用は3ヶ月齢以上のため、哺育期子牛には使用できない。一方、下痢

5種混合ワクチンのように母牛にワクチン接種を行い、初乳を介して子牛に免疫を付与する方法もある。

CVの初乳を介した子牛の疾病予防についてはNakayamaらが、母牛及び1週齢以降の子牛における血中

抗α毒素抗体価の有意な上昇、1週齢子牛における下痢症状の改善、9～12週齢子牛の呼吸器治療頭数の

減少を確認し、母牛へのCV接種による子牛の疾病予防効果を示唆した４)。 
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 そこで、本牧場だけでなく県内畜産農家においても母牛への CV 接種が子牛の疾病予防に有効である

かを検証した。 

 

材料及び方法 

１．試験農家の選定条件 

  試験農家の選定条件を、「黒毛和種子牛を生産し、分娩後に子牛の初乳摂取を目視で確認できる農

場」としたところ、表 1 のとおり、条件を満たす県内 2 農家から協力を得た。 

 

表 1 試験農家の概要 

 

 

 

 

 

２．供試牛 

 供試牛は表 2 のとおりで、農家 A は試験群 4 頭、対照群 5 頭、農家 B は両群とも 4 頭とした 

 

表 2 供試牛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営 飼養頭数 備考 

農家 A 酪農 70 頭 ホルスタインに受精卵移植し、黒毛和種子牛を生産 

農家 B 和牛繁殖 18 頭 黒毛和種に人工授精し、黒毛和種子牛を生産 

 No. 母牛ワクチン接種日 分娩日 

1 回目 2 回目 

農家 A 試験群 1 R6.2.24 R6.3.26 R6.4.22 

2 R6.2.24 R6.3.26 R6.4.29 

3 R6.5.16 R6.6.5 R6.7.8 

4 R6.6.26 R6.7.21 R6.8.26 

対照群 1   R6.5.1 

2   R6.5.25 

3   R6.6.26 

4   R6.7.24 

5   R6.10.25 

農家 B 試験群 1 R6.1.18 R6.2.17 R6.3.15 

2 R6.2.17 R6.3.17 R6.4.23 

3 R6.4.24 R6.5.24 R6.6.28 

4 R6.5.12 R6.6.11 R6.7.19 

対照群 1   R6.3.15 

2   R6.4.8 

3   R6.5.12 

4   R6.8.14 
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３．ワクチンの接種及び治療記録 

CVには、α毒素を抗原として含み、クロストリジウム属菌に有効な「京都微研キャトルウィン-CL5」 

（株式会社微生物化学研究所）を使用した。試験群の母牛には、分娩予定日の 2 ヶ月前及び 1 ヶ月 

前の計 2 回、用量・用法に基づいて接種した。また、試験群及び対照群から生まれた子牛について、 

分娩から 90 日齢までの間に抗菌剤または抗生剤により疾病治療を行った頭数を記録した。 

なお、治療頭数の統計処理には、Fisher の正確確率検定を用いた。 

 

 

結 果 

【農家 A】 

CV 接種及び治療時期は図 1 のとおりで、表 3 には分娩～4 週齢、5～8 週齢、9 週～90 日齢の各ステ

ージにおける治療頭数を示した。分娩～4 週齢までの子牛については、対照群に比べて試験群の治療頭

数が少ない傾向がみられたものの、有意差は認められなかった（P=0.523）。なお、畜主への聞き取り調

査では、「試験群と対照群で症状の抑制に明確な違いは感じなかった。試験期間中 5 月上旬～7 月初旬頃

にマイコプラズマの流行があり、結果に影響した可能性がある」との意見が得られた。 

 

 

 

図 1 CV 接種及び治療時期（農家 A） 

 

 

 

表 3 ステージ毎の治療頭数（治療頭数／全頭数）（農家 A） 

 分娩～4 週齢 5～8 週齢 9 週～90 日齢 

試験群 2／4 2／4 1／4 

対照群 4／5 3／5 0／5 

 

 

 

 

マイコプラズマ発生時期 
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【農家 B】 

 CV 接種及び治療時期は図 2 のとおりで、試験期間中、試験群、対照群ともに症状を示す個体がいな

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  CV 接種及び治療時期（農家 B） 

 

考 察 

 本牧場において、分娩前の母牛へ CV を接種することにより、直後に産まれた子牛の疾病予防効果が

確認できた４)ことから一般的な畜産農家においても同様の効果があるのか、検証を行った。 

 農家 A では、母牛に CV 接種した群において、4 週齢までの若齢子牛で治療頭数が少なくなる傾向が

みられ、Nakayama らの報告４)と同様の結果となった。このことから、畜産農家においても母牛への

CV 接種が子牛の疾病予防に有効である可能性が示唆された。しかし有意差は認めず、これは試験期間

中に農場内で流行したマイコプラズマが影響したと考えられ、C. perfringens 以外の病原体が侵入した

場合には、CV 接種の効果は限定的であることが示唆された。 

農家 B では、試験期間中に試験群、対照群ともに症状を示す個体がいなかったため、CV 接種効果を

検証することはできなかった。今後の農家選定にあたっては、「子牛の疾病コントロール」に課題があ

ることも条件に追加し、農場内での疾病発生状況を把握した上で試験を実施する必要がある。 

今後は、例数を増やすとともに、治療記録だけでなく、糞便スコア、抗α毒素抗体価の測定等を調査

項目に加え、さらなる検証が必要である。 
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